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１．2027年２月期第１四半期の連結業績（2026年３月１日～2026年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年２月期第１四半期 272 9.9 17 ― 17 ― 7 ―
2026年２月期第１四半期 247 32.1 △8 ― △6 ― △16 ―

(注) 包括利益 2027年２月期第１四半期 7百万円( ―％) 2026年２月期第１四半期 △16百万円( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年２月期第１四半期 4.34 4.21
2026年２月期第１四半期 △9.28 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年２月期第１四半期 1,879 1,396 74.3
2026年２月期 1,840 1,388 75.4

(参考) 自己資本 2027年２月期第１四半期 1,396百万円 2026年２月期 1,388百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年２月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
2027年２月期 ―
2027年２月期(予想) 0.00 ― 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年２月期の連結業績予想（2026年３月１日～2027年２月28日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 485 △4.9 42 ― 46 ― 32 ― 18.15
通期 960 △5.4 52 ― 64 ― 45 ― 25.05

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年２月期１Ｑ 2,136,900株 2026年２月期 2,136,900株

② 期末自己株式数 2027年２月期１Ｑ 330,068株 2026年２月期 330,068株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年２月期１Ｑ 1,806,832株 2026年２月期１Ｑ 1,806,832株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費は持ち直しの動きがみられるほか、企業収益にも

改善の動きがみられるなど、緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、中東情勢の緊迫化に伴うエ

ネルギー価格の上昇や今後の物価動向に加え、消費者マインドがこのところ弱い動きとなっていることなどから、

依然として先行きが不透明な状況が続いております。

このような状況のなか、当社グループは“未来の予定を晴れにする”を経営理念として、「天気」という生活

接点を起点に、ユーザーとの継続的な接点を活かし、行動変容データを基盤とした事業の拡大を進めておりま

す。主力サービスである天気予報専門メディア「tenki.jp」を一般財団法人日本気象協会との共同事業として運

営するとともに、その接点から得られるデータを活用し、新たな体験価値の創出を目指しております。

当社はこれまで高いトラフィックを基盤とした広告収益モデルにより成長してまいりましたが、当期より、ユ

ーザー基盤を軸としたLTVモデルへの転換を進めております。tenki.jp事業では、有料会員指標の増加およびユー

ザー単価指標の改善をKPIとして設定するとともに、IPプロデュース事業や空間プロデュース事業などの体験価値

関連事業では、当社グループ全体に占める売上構成比率の拡大をKPIとして設定し、中期的な収益構造の多様化を

推進しております。

当第１四半期においては、KPIに掲げた有料会員指標・ユーザー単価指標ともに計画どおり推移しております。

また、体験価値売上比率においては、成長領域売上高が前年同期比16.2％増となっている一方で、安定収益事業

の伸長により売上構成比率は前期から横這いとなっており、中期的な収益構造の多様化は着実に進捗しておりま

す。あわせて、営業損益についても前年同期の営業損失から黒字転換いたしました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高272,091千円（前年同期比9.9％増）、営業利益17,672

千円（前年同期実績 営業損失8,121千円）、経常利益17,712千円（前年同期実績 経常損失6,472千円）、親会

社株主に帰属する四半期純利益7,843千円（前年同期実績 親会社株主に帰属する四半期純損失16,767千円）とな

りました。

セグメント別の業績は、次のとおりであります。

（tenki.jp事業）

当第１四半期連結累計期間においては、有料会員指標は想定内で進捗しており、会員基盤の構築を進めており

ます。また、主要検索エンジンでの掲載順位は改善が続き、tenki.jpのPV数は計画を上回って推移したものの、

全体のPV数は13.8億PV（前年同期比95.2％）と微減となりました。これは、前年同期比ではユーザー１人あたり

のPVが低下したことによるものであります。

収益面では、広告収入は概ね計画どおりに推移いたしました。費用面に関しては、将来の売上高及び利益の向

上を目指し、先行投資として新たな人材の獲得やAIの本格的な活用による効率化を推進するとともに、業務委託

などの外注を縮小し業務の内製化に努めました。

この結果、売上高139,388千円（前年同期比5.5％減）、セグメント利益60,020千円（前年同期比8.4％減）とな

りました。

（IPプロデュース事業）

当第１四半期連結累計期間においては、温泉地でしか購入できない「温泉むすめ」のグッズ販売や温泉地の魅

力を発信するイベントの開催等は、計画に対し順調に推移いたしましたが、グッズ等の原価率が高止まりしたこ

とにより、売上高72,705千円（前年同期比13.9％増）、セグメント損失8,773千円となりました。ただし、前年同

期に計上したぽか活アプリの開発費用（13,695千円）及びのれん償却額（8,420千円）の負担が無くなったことか

ら、前年同期のセグメント損失（39,053千円）から大幅に改善しております。

（太陽光コンサルティング事業）

太陽光コンサルティング事業は、従来、既存のtenki.jp事業以外の新規事業の一環として「その他の事業」に

含めて表示しておりましたが、当社グループの売上高に占める割合が増したため、前連結会計年度末より太陽光

コンサルティング事業として新規の報告セグメントとすることに変更いたしました。本事業では、太陽光発電設

備のセカンダリー市場において、一時的に太陽光発電設備を保有することにより、売電収入を得ております。

当期は発電設備の保有が高水準で推移したことから、売上高47,982千円（前年同期比76.8％増）、セグメント

利益46,020千円（前年同期比73.9％増）となりました。



（その他の事業）

その他の事業では、既存事業以外の事業領域拡大のため新規事業への参入を図っており、空間プロデュース事

業等を展開しております。空間プロデュース事業は、当第１四半期連結累計期間より、従来の「ダイナミックプ

ライシング事業」から名称を変更するとともに、専門用途型のリアル空間を提供するビジネスに拡張しておりま

す。具体的には、首都圏において貸会議室や撮影スタジオを運営し、体験価値関連事業の収益拡張を図っており

ます。

この結果、売上高12,014千円（前年同期比32.2％増）となりました。費用面ではダイナミックプライシング事

業の事業譲受に伴うのれん償却額（420千円）の負担が無くなったものの、その他の事業全体で事業拡張に伴う先

行投資が発生したことから、セグメント損失8,790千円（前年同期は5,396千円の損失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は1,879,371千円となり、前連結会計年度末に比べ38,886千円増加

いたしました。これは主に、短期貸付金が36,690千円減少したものの、売掛金及び契約資産が16,037千円増加し

たほか、現金及び預金が63,451千円増加したことによるものであります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は482,838千円となり、前連結会計年度末に比べ31,042千円増加

いたしました。これは主に、事業活動に伴う支払債務の増加等に伴い、その他の流動負債が35,543千円増加した

ことによるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は1,396,533千円となり、前連結会計年度末に比べ7,843千円

増加いたしました。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益を計上したことに伴い利益剰余金が7,843千円増

加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年２月期の業績予想につきましては、2026年４月14日に公表いたしました連結業績予想から変更はござい

ません。今後の事業動向を踏まえ、業績予想の修正が必要となった場合には、速やかに開示いたします。



２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2026年２月28日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 455,389 518,841

売掛金及び契約資産 186,927 202,965

商品 6,369 5,424

貯蔵品 2,921 593

短期貸付金 1,020,727 984,036

その他 69,835 69,503

流動資産合計 1,742,171 1,781,366

固定資産

有形固定資産 25,852 26,051

投資その他の資産 72,461 71,953

固定資産合計 98,314 98,005

資産合計 1,840,485 1,879,371

負債の部

流動負債

買掛金 43,208 40,548

短期借入金 300,000 300,000

未払法人税等 2,634 11,161

賞与引当金 1,295 846

株主優待引当金 10,015 ―

ポイント引当金 573 598

その他 77,802 113,346

流動負債合計 435,529 466,500

固定負債

資産除去債務 16,266 16,338

固定負債合計 16,266 16,338

負債合計 451,796 482,838

純資産の部

株主資本

資本金 138,087 138,087

資本剰余金 173,851 173,851

利益剰余金 1,403,198 1,411,042

自己株式 △326,582 △326,582

株主資本合計 1,388,555 1,396,399

新株予約権 133 133

純資産合計 1,388,689 1,396,533

負債純資産合計 1,840,485 1,879,371



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年５月31日)

売上高 247,529 272,091

売上原価 140,128 138,972

売上総利益 107,401 133,118

販売費及び一般管理費 115,522 115,446

営業利益又は営業損失（△） △8,121 17,672

営業外収益

受取利息 4,136 472

不動産賃貸料 1,199 988

為替差益 ― 616

雑収入 ― 542

営業外収益合計 5,335 2,620

営業外費用

支払利息 39 1,305

為替差損 886 ―

不動産賃貸費用 2,760 1,264

その他 ― 10

営業外費用合計 3,686 2,580

経常利益又は経常損失（△） △6,472 17,712

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△6,472 17,712

法人税、住民税及び事業税 7,801 9,296

法人税等調整額 2,493 572

法人税等合計 10,295 9,868

四半期純利益又は四半期純損失（△） △16,767 7,843

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△16,767 7,843



四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年５月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △16,767 7,843

四半期包括利益 △16,767 7,843

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △16,767 7,843



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2025年３月１日 至 2025年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額

（注）２

tenki.jp
事業

IP プ ロ デ
ュ ー ス 事
業

太 陽 光 コ
ン サ ル テ
ィ ン グ 事
業

その他の
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 147,453 63,843 27,143 9,089 247,529 ― 247,529

セグメント間の内部売
上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 147,453 63,843 27,143 9,089 247,529 ― 247,529

セグメント利益又は損失
（△）

65,493 △39,053 26,465 △5,396 47,508 △55,630 △8,121

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△55,630千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

す。全社費用は、主に、各報告セグメントに帰属しない役員及び管理部門に係る人件費、経費等の一

般管理費です。

２．セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2026年３月１日 至 2026年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額

（注）２

tenki.jp
事業

IP プ ロ デ
ュ ー ス 事
業

太 陽 光 コ
ン サ ル テ
ィ ン グ 事
業

その他の
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 139,388 72,705 47,982 12,014 272,091 ― 272,091

セグメント間の内部売
上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 139,388 72,705 47,982 12,014 272,091 ― 272,091

セグメント利益又は損失
（△）

60,020 △8,773 46,020 △8,790 88,477 △70,804 17,672

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額△70,804千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用で

す。全社費用は、主に、各報告セグメントに帰属しない役員及び管理部門に係る人件費、経費等の一

般管理費です。

２．セグメント利益又は損失は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

太陽光コンサルティング事業は、従来、既存のtenki.jp事業以外の新規事業の一環として「その他の事

業」に含めて表示しておりましたが、当社グループの売上高に占める割合が増したため、前連結会計年度



末より太陽光コンサルティング事業として新規の報告セグメントとすることに変更いたしました。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成しておりま

す。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年５月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年５月31日)

減価償却費 1,139千円 1,062千円

のれんの償却額 8,840千円 ―千円


